
  

 

様式第２号の１－①【⑴実務経験のある教員等による授業科目の配置】 
 
※大学・短期大学・高等専門学校は、この様式を用いること。専門学校は、様式第２号の１

－②を用いること。 
 

学校名 千里金蘭大学 

設置者名 学校法人金蘭会学園 

 

 

１．「実務経験のある教員等による授業科目」の数 

学部名 学科名 

夜間･

通信

制の

場合 

実務経験のある 

教員等による 

授業科目の単位数 

省令

で定

める

基準

単位

数 

配

置

困

難 
全学

共通

科目 

学部

等 

共通

科目 

専門

科目 
合計 

生活科学部 

食物栄養学科 
夜 ・

通信 

1 

0 

34 35 13  

児童教育学科 
夜 ・

通信 
51 52 13  

看護学部 看護学科 
夜 ・

通信 
0 65 66 13  

（備考） 

 

 

２．「実務経験のある教員等による授業科目」の一覧表の公表方法 

https://www.kinran.ac.jp/campus/pdf/practice_teach_list.pdf 

 

 

３．要件を満たすことが困難である学部等 
学部等名 

（困難である理由） 

 

  



  

 

様式第２号の２－①【⑵-①学外者である理事の複数配置】 
 
※ 国立大学法人・独立行政法人国立高等専門学校機構・公立大学法人・学校法人・準学校

法人は、この様式を用いること。これら以外の設置者は、様式第２号の２－②を用いる

こと。 
 

学校名 千里金蘭大学 

設置者名 学校法人金蘭会学園 

 

 

１．理事（役員）名簿の公表方法 

https://www.kinran.ac.jp//campus/pdf_r1/rijimeibo.pdf 

 

 

２．学外者である理事の一覧表 

常勤・非常勤の別 前職又は現職 任期 
担当する職務内容 

や期待する役割 

非常勤 

特定非営利活動法人 フ

レッシュケアーアソシ

エーション理事長 

2017.6.5 ～

芳友会会長

の地位にあ

る間 

経営の健全化、安定

化に向けたチェッ

ク機能 

非常勤 吹田市役所職員 
2018.2.1 ～

2021.1.31 

経営の健全化、安定

化に向けたチェッ

ク機能 

（備考）学外者である理事数は上記 2名を含め、合計 6名 

 

  



  

 

様式第２号の３【⑶厳格かつ適正な成績管理の実施及び公表】 

 

学校名 千里金蘭大学 

設置者名 学校法人金蘭会学園 

 

 

○厳格かつ適正な成績管理の実施及び公表の概要 

１．授業科目について、授業の方法及び内容、到達目標、成績評価の方法

や基準その他の事項を記載した授業計画(シラバス)を作成し、公表して

いること。 
（授業計画書の作成・公表に係る取組の概要） 

シラバス作成にあたっては、12月末に作成要領を授業科目担当教員全員へ配布し、

シラバス作成を依頼している。シラバス作成要領には、はじめにシラバスの役割、シ

ラバスの整備と教育の質保証の関連の理解を求め、授業の方法及び内容、到達目標、

成績評価の方法や基準、授業時間外の学修等の留意点を記載し、この作成要領に基づ

いてシラバスを作成するよう依頼している。 

また、授業の概要の項目において、実務経験のある教員の授業科目には、実務経験

を活かしてどのような授業をおこなうのかを記入するようにしている。 

1 月末にシラバス作成を締め切り、2 月中旬に第三者によるシラバスチェックをおこ

なっている。シラバスチェック後の修正が必要な場合、各授業科目担当者に修正の依

頼をしている。修正後に、全科目のシラバスを 3月末に Web上で公表している。 

授業計画書の公表方法 https://unipa-web.kinran.ac.jp/up/faces/login/Com00501A.jsp 

２．学修意欲の把握、試験やレポート、卒業論文などの適切な方法により、

学修成果を厳格かつ適正に評価して単位を与え、又は、履修を認定して

いること。 
（授業科目の学修成果の評価に係る取組の概要） 

単位認定は、学則に基づき、講義科目、演習科目、実験・実習及び実技科目等の単

位計算方法を定めており、授業の方法に応じ、当該授業による教育効果、授業時間外

に必要な学修などを考慮したうえで、合格が認められた者に対して、単位を認定して

いる。 

授業の成績評価も、学則に基づき、秀（100～90点）、優（89～80点）、良（79～70

点）、可（69～60 点）及び不可（59～0 点）の 5 段階評価とし、秀・優・良・可を合

格、不可を不合格としている。 

評価方法に関しては、シラバスの成績評価の方法と基準欄に、筆記試験、レポート試

験、実験・実習、課題・作品提出、授業参加度等とその比率等を明示し、総合的に評

価している。 



  

 

３．成績評価において、ＧＰＡ等の客観的な指標を設定し、公表するとと

もに、成績の分布状況の把握をはじめ、適切に実施していること。 
（客観的な指標の設定・公表及び成績評価の適切な実施に係る取組の概要） 

成績評価に対して、GPA を下記の算出基準・方法により導入している。これらの基

準及び方法は、履修規程において定めており、Web上で公表している。 

成績の分布表は、ＧＰＡ値を用いて学年・学科別にて公表する。 

 

＜GPAの算出基準＞ 

 評点 評価 GP 

合 格 

100～90点 秀 4.0 

89～80点 優 3.0 

79～70点 良 2.0 

69～60点 可 1.0 

不合格 59～ 0点 不可 0 

 

  ・GPA算出方法 
 

   （履修登録した授業科目の GP×その授業科目の単位数）の合計 

   履修登録した授業科目の単位数の合計 

 

  ※算出除外科目 

  ・上記の 5段階評価ができない認定単位については、GPA算出から除外する。 

  ・卒業要件以外となる資格科目については、GPA算出から除外する。 

 

客観的な指標の 

算出方法の公表方法 
https://www.kinran.ac.jp/campus/pdf/course.pdf 

  

GPA＝   



  

 

４．卒業の認定に関する方針を定め、公表するとともに、適切に実施して

いること。 
（卒業の認定方針の策定・公表・適切な実施に係る取組の概要） 

以下の各学科のディプロマ・ポリシーに則り、生活科学部食物栄養学科は 126単位

以上、生活科学部児童教育学科と看護学部看護学科は 124単位以上を修得した者につ

いて、学部教授会の議を経て学長が卒業を認定している。ディプロマ・ポリシーは Web

上に公表し、学生ハンドブックにも記載し周知している。 
 
 生活科学部 

 



  

 

看護学部 

 

卒業の認定に関する 

方針の公表方法 
https://www.kinran.ac.jp/campus/pdf/diploma_policy.pdf 

 

  

https://www.kinran.ac.jp/campus/pdf/diploma_policy.pdf


  

 

様式第２号の４－①【⑷財務・経営情報の公表(大学・短期大学・高等専門学校)】 
 
※大学・短期大学・高等専門学校は、この様式を用いること。専門学校は、様式第２号の４

－②を用いること。 
学校名 千里金蘭大学 

設置者名 学校法人金蘭会学園 

 

 

１．財務諸表等 
財務諸表等 公表方法 
貸借対照表 https://www.kinran.ac.jp/hojin/disclosure/pdf/h31/statement.pdf 
収支計算書

又は損益計

算書 
https://www.kinran.ac.jp/hojin/disclosure/pdf/h31/statement.pdf 

財産目録 https://www.kinran.ac.jp/hojin/disclosure/pdf/h31/inventory.pdf 
事業報告書 https://www.kinran.ac.jp/hojin/disclosure/pdf/h31/convention_report.pdf 
監事による

監 査 報 告

（書） 
https://www.kinran.ac.jp/hojin/disclosure/pdf/h31/audit_report.pdf 

 

 

２．事業計画（任意記載事項） 

単年度計画（名称：              対象年度：     ） 

公表方法： 

中長期計画（名称：              対象年度：     ） 

公表方法： 

 

 

３．教育活動に係る情報 

（１）自己点検・評価の結果 

公表方法：https://www.kinran.ac.jp/campus/pdf_h30/hyouka.pdf 

 

 

（２）認証評価の結果（任意記載事項） 

公表方法：https://www.kinran.ac.jp/campus/hyouka1-2018.pdf 

 

  



  

 

（３）学校教育法施行規則第 172条の２第 1項に掲げる情報の概要 

 

①教育研究上の目的、卒業の認定に関する方針、教育課程の編成及び実施に関す

る方針、入学者の受入れに関する方針の概要 
学部等名 生活科学部食物栄養学科・生活科学部児童教育学科 

     看護学部看護学科 

教育研究上の目的 

（公表方法：https://www.kinran.ac.jp/campus/policy.html#policy01） 

（概要） 

生活科学部食物栄養学科 

豊かな教養と人間性を備えるとともに、食、栄養及び健康に関する専門知識を有し、

食の分野から、地域社会の人々の健康づくりに貢献できる専門的職業人の育成を目

的としています。 

生活科学部児童教育学科 

豊かな人間性と高い専門性を備え、子どもの成長・発達を支援し、社会に貢献する

意欲のある保育者・教育者の育成を目的としています。 

看護学部看護学科 

豊かな人間性と倫理観及び専門的知識と技能を基盤とした看護実践ができる看護職

者の育成を目的としています。すなわち、看護に必要な科学的知識や技能を授け、

人格を涵養し、看護の実践や応用を通して疾病の予防、治療、健康の保持・増進に

貢献できる人材を育成します。 

  



  

 

卒業の認定に関する方針 

（公表方法：https://www.kinran.ac.jp/campus/pdf/diploma_policy.pdf） 

（概要） 

以下の各学科のディプロマ・ポリシーに則り、生活科学部食物栄養学科は 126 単位

以上、生活科学部児童教育学科と看護学部看護学科は 124 単位以上を修得した者につ

いて、学部教授会の議を経て学長が卒業を認定している。ディプロマ・ポリシーは Web

上に公表し、学生ハンドブックにも記載し周知している。 

 

 生活科学部 

 



  

 

看護学部 

 

  



  

 

教育課程の編成及び実施に関する方針 

（公表方法：https://www.kinran.ac.jp/campus/pdf/curriculum_policy2019.pdf） 

（概要） 

各学部・学科の教育目的をふまえ、カリキュラム・ポリシーとして学部・学科ごとの

教育課程編成の方針を定め、学生ハンドブックに記載するとともに、Web上に公表し、

周知している。 

 

生活科学部 

 



  

 

 

 



  

 

 看護学部 

 



  

 

入学者の受入れに関する方針 

（公表方法：https://www.kinran.ac.jp/campus/pdf/admission_policy.pdf） 

（概要） 

 本学の使命・目的及び各学部・学科の教育目的に即した学生を受け入れるため、ア

ドミッション･ポリシーとして学科ごとの入学者選抜の方針を定めている。 

本学のアドミッション･ポリシーの基本は、「学び、そして、社会のために尽くさね

ば」という、建学の精神を踏まえた他者への共感・他者との協調・他者への奉仕及び持

続可能な社会の構築を実践できる基本的素養を備えた学生を受け入れることにある。 

本学のアドミッション･ポリシーは、こうした建学の精神や基本理念を踏まえたうえ

で、学部・学科ごとに、より明確に受験生に伝わるよう、明文化したものであり、入試

ガイドをはじめ、大学案内、ホームページで広く学内外に公表し、周知を図っている。 

 

 



  

 

②教育研究上の基本組織に関すること 

公表方法：https://www.kinran.ac.jp/campus/org.html 

 

③教員組織、教員の数並びに各教員が有する学位及び業績に関すること 

a.教員数（本務者） 

学部等の組織の名称 
学長・ 

副学長 
教授 准教授 講師 助教 

助手 

その他 
計 

－ 2人 － 人 

生活科学部 － 16人 10人 8人 6人 4人 44人 

看護学部 － 9人 4人 6人 12人 1人 32人 

b.教員数（兼務者） 

学長・副学長 学長・副学長以外の教員 計 

 

0人 70人 70人 

各教員の有する学位及び業績 
（教員データベース等） 

公表方法：https://www.acoffice.jp/skuhp/KgApp?courc=22 

https://www.acoffice.jp/skuhp/KgApp?courc=01 

https://www.acoffice.jp/skuhp/KgApp?courc=06 

c.ＦＤ（ファカルティ・ディベロップメント）の状況（任意記載事項） 

授業改善に繋がる講演会の開催、公開授業の実施、授業評価アンケートを実施している。 

 

 

④入学者の数、収容定員及び在学する学生の数、卒業又は修了した者の数並びに

進学者数及び就職者数その他進学及び就職等の状況に関すること 
a.入学者の数、収容定員、在学する学生の数等 

学部等名 
入学定員 

（a） 

入学者数 

（b） 

b/a 収容定員 

（c） 

在学生数 

（d） 

d/c 編入学 

定員 

編入学 

者数 

生活科学部 150 人 119人 79％ 600人 479人 80％ 0人 3人 

看護学部 90人 100人 111％ 360人 418人 116％ 0人 0人 

合計 240 人 219人 91％ 960人 897人 93％ 0人 3人 

（備考） 

 

 

  



  

 

b.卒業者数、進学者数、就職者数 

学部等名 

 

卒業者数 進学者数 
就職者数 

（自営業を含む。） 
その他 

生活科学部 
128人 

（100％） 

1人 

（ 0.8％） 

115人 

（  90％） 

12人 

（  9％） 

看護学部 
89人 

（100％） 

0人 

（  0％） 

88人 

（  99％） 

1人 

（  1％） 

合計 
217人 

（100％） 

1人 

（ 0.5％） 

203人 

（  94％） 

13人 

（  6％） 

（主な進学先・就職先）（任意記載事項） 

エームサービス㈱、イフスコヘルスケア㈱、シダックス㈱、中央フードサービス㈱、スギ薬局 

大阪府（小学校教諭）、京都府（小学校教諭）、豊中市（保育教諭）、茨木みのり幼稚園 

住友病院、大阪大学医学部附属病院、箕面市立病院、市立豊中病院、淀川キリスト教病院 

（備考） 

 

 

c.修業年限期間内に卒業する学生の割合、留年者数、中途退学者数（任意記載事項） 

学部等名 

 

入学者数 
修業年限期間内 

卒業者数 
留年者数 中途退学者数 その他 

生活科学部 
136人 

（100％） 

122人 

（89.7％） 

3人 

（2.2％） 

11人 

（8.1％） 

0人 

（0％） 

看護学部 
100人 

（100％） 

85人 

（85％） 

8人 

（8％） 

7人 

（7％） 

0人 

（0％） 

合計 
236人 

（100％） 

207人 

（87.7％） 

11人 

（4.7％） 

18人 

（7.6％） 

0人 

（0％） 

（備考） 

 

 

⑤授業科目、授業の方法及び内容並びに年間の授業の計画に関すること 
（概要） 

カリキュラム・ポリシーに基づき、教養教育科目及び各学科の専門科目を体系的に編成

し、さらに科目区分を設定して、科目ごとに必修・選択の別、単位数、配当年次を定めて

いる。 

各授業科目の授業方法、内容、計画はシラバスにて公表している。 

シラバス作成にあたっては、12月末に作成要領を授業科目担当教員全員へ配布し、シラ

バス作成を依頼している。シラバス作成要領には、はじめにシラバスの役割、シラバスの

整備と教育の質保証の関連の理解を求め、授業の方法及び内容、到達目標、成績評価の方

法や基準、授業時間外の学修等の留意点を記載し、この作成要領に基づいてシラバスを作

成するよう依頼している。3月末に全科目のシラバスを Web上で公表している。 

単位認定は、学則に基づき、講義科目、演習科目、実験・実習及び実技科目等の単位計算

方法を定めており、授業の方法に応じ、当該授業による教育効果、授業時間外に必要な学

修などを考慮したうえで、合格が認められた者に対して、単位を認定している。 

 

 

  



  

 

⑥学修の成果に係る評価及び卒業又は修了の認定に当たっての基準に関すること 
（概要） 

成績評価に対して、GPAを下記の算出基準・方法により導入している。これらの基準方

法は履修規程において定めており、Web上で公表している。 

 

＜GPAの算出基準＞ 

 評点 評価 GP 

合 格 

100～90点 秀 4.0 

89～80点 優 3.0 

79～70点 良 2.0 

69～60点 可 1.0 

不合格 59～ 0点 不可 0 

 

  ・GPA算出方法 
 

   （履修登録した授業科目の GP×その授業科目の単位数）の合計 

   履修登録した授業科目の単位数の合計 

 

  ※算出除外科目 

  ・上記の 5段階評価ができない認定単位については、GPA算出から除外する。 

  ・卒業要件以外となる資格科目については、GPA算出から除外する。 

 

卒業の認定については、各学科のディプロマ・ポリシーに則り、生活科学部食物栄養学

科は 126単位以上、生活科学部児童教育学科と看護学部看護学科は 124単位以上を修得し

た者について、学部教授会の議を経て学長が卒業を認定している。 

学部名 学科名 
卒業に必要となる 

単位数 

ＧＰＡ制度の採用 

（任意記載事項） 

履修単位の登録上限 

（任意記載事項） 

生活科学部 
食物栄養学科 126単位 有 半期 24単位 

児童教育学科 124単位 有 半期 24単位 

看護学部 看護学科 124単位 有 半期 24単位 

ＧＰＡの活用状況（任意記載事項） 公表方法： 

学生の学修状況に係る参考情報 

（任意記載事項） 

公表方法： 

https://www.kinran.ac.jp/campus/pdf/learning_time.pdf 

https://www.kinran.ac.jp/campus/pdf/license_result.pdf 

 

 

⑦校地、校舎等の施設及び設備その他の学生の教育研究環境に関すること 

公表方法：https://www.kinran.ac.jp/campus/facilities.html 

 

  

GPA＝   



  

 

⑧授業料、入学金その他の大学等が徴収する費用に関すること 

学部名 学科名 
授業料 

（年間） 
入学金 その他 備考（任意記載事項） 

生活 

科学部 

食物栄養

学科 
750,000円 300,000円 476,000円 

教育実習費、実験実習費、図書

館費 

児童教育

学科 
750,000円 300,000円 336,000円 

教育実習費、実験実習費、図書

館費 

看護学部 看護学科 
980,000円 300,000円 616,000円 

教育実習費、実験実習費、図書

館費 

 

 

⑨大学等が行う学生の修学、進路選択及び心身の健康等に係る支援に関すること 
a.学生の修学に係る支援に関する取組 

（概要） 

入学時や新年度開始時に、各学科の教員と教学センターの事務職員が連携し、履修ガイダ

ンスの実施及び履修指導を行っている。 

また、各学科でクラス担任制を導入しており、オフィスアワー以外にも積極的に学生の学

修や成績に関する不安などに対応するため、入学から卒業までの学生個々に対す履修指導や

学修支援体制を整えている。 

b.進路選択に係る支援に関する取組 

（概要） 

職業に直結した資格取得を目指す学科構成から、教育課程内において 1年次より現場体験

や OG（卒業生）による講演など、将来への目的意識を明確にする科目や機会が設定されてい

る。 

3 年次以降は、臨地実習や教育実習、保育実習等を通じて、自己の適職と進路を見極める

科目が配置されている。教育課程外におけるキャリア支援は、キャリアセンターを中心にイ

ンターンシップなど就職支援プログラムを実施し、進路実現に向け学生をサポートしてい

る。 

c.学生の心身の健康等に係る支援に関する取組 

（概要） 

学生の健康の保持・増進を図るため毎年４月に健康診断を実施し、健康管理室が健康相談

や保健指導を行っている。 

精神的な問題を抱える学生に対しては、臨床心理士の資格を有するカウンセラーが対応し

ており、定期的にメールマガジンを配信することで、カウンセリングルーム利用の周知に努

めている。 

クラス担任においても、定期的に個人面談を実施し、個々の学生の留意点を把握し、必要

に応じて各部署と連携しながらサポートしている。 

 

 

⑩教育研究活動等の状況についての情報の公表の方法 

公表方法：https://www.kinran.ac.jp/campus/public_info.html 

 

 


